
 

 

  

 

 

 

第５回 先進地区事例学習 

 『高浜市における地域内分権の取組み（特派員制度について）』 
  平成 27 年１月 17 日（土）、講師に木村忠好氏（高浜市企画部総合政策グループリー

ダー）を迎えて講座を開催しました。資料や講師発言、ワークショップ（グループによる

話合い）の発表の一部を紹介します。 

 

 

 

 

地域の高齢化、近所の人たちと話す機会の減少など、地域の人たちの交流が疎遠

になりつつあります。住んでいる所に誇りや親しみを持ち続け、お互いに助け合い、

安心して暮らし続けるためにどうしたらよいのでしょうか。 

２６年度、年６回の講座を開催し、住民と市職員が一緒になって考えてきました。 

第５回、第６回の講座について皆さんに報告します。（平成 27 年 3 月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

※講師より （現在の課題は？との問いに対し） 

非常に困ったことはないが、意見を率直にぶつけ合うため、心が折れてしまう時もある。 

ある地域では事業を広げ過ぎてしまい、次の担い手不足が生じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地区まちづくりにおいて、地区住民と市職員が一緒に活動する楽しいアイデア 

（以下、主な意見を一部抜粋） 

・まち歩き（地域を知る、良いところ探しツアー、マップ作成など） 

・郷土料理を楽しむ（食べて、飲んで、親睦を深める） 

・ごみ拾い大会（草刈りや花いっぱい活動なども） 

・課題解決活動（防災、危険箇所点検など） 

・各種イベント（運動会、お祭り、花見、ソフトボールなど）  

※講師より 

・地域を知るとあったが、地域のすごろくを作成するのはどうか。 

→スタートからまず最初に訪れるのは何商店か。次は何商店か。文化財のコマも欲

しい。どんな神社があるか。 

→まちなかを歩きながらすごろくを作ってみるのも良いと思う。作った後は誰に使

ってもらうのか。 

→幼稚園児や小学生に使ってもらうと良いかもしれない。地域のことを良く知って

もらえるかもしれない。子供に渡すと親もいっしょにやる。 

・楽しみやちょっとしたことで楽しくなるようなアイデアをどんどん出してほしい。

皆さんがちょっとしたアイデアをどんどん出し合えばおもしろいイベントが出来

上がると思う。 

グループによる話し合い結果 

制度創設の背景 

・まちづくり協議会は、行政の参加・サポートを求めている。 

・行政は、職員力の強化（地域活動での知識・経験、人間性、やりがい）、地域の状況・課題を肌で感じ、事

業等に反映。 

制度の趣旨 

・地域住民と行政が対等なパートナーとして、地域のまちづくりを推進 

・地域と行政との情報共有 

・行政も地域と同様に「ヨコ割り」の体制をつくる 



第６回 まとめ 『振り返り・ワークショップ（地区の理想の姿になるには）』 
  平成 27 年 3 月 7 日（土）、講座のまとめとして、内容の振り返りと、ワークショップ

（グループによる話し合い）を行いました。多くの皆さんご参加ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の理想の姿（常滑市市民協働推進提言書に記載） 
「住民は、地域に対して誇りや愛着を持ち、自らが暮らしやすい地域にするため、地域活動に参

加して互いに助け合い、地域のなかで安心して暮らし続けることができるようになっている。」 

 

 

講座内容の振り返り 
・地区まちづくり通信（広報とこなめ同時配布、市ホームページ

掲載）等の資料による振り返り 

アンケート集計結果 
・第５回講座にて配付したアンケートの集計結果を参加者で共有 

 （設問１：地区の理想の姿にならない要因は何だと思いますか？） 

（設問２：上記要因に対する方策アイデアをご記入ください） 
※７０を超える方策アイデアが出ました。市ホームページにも掲載します。 

ワークショップ（グループによる話し合い） 
・アンケート集計結果を参考にして、「地区の理想の姿になるためにはどうしたらよいか」話し

合いました。実現性、実効性も考慮しながら、方策アイデアの展開計画表を作成し、発表後

に投票も行いました。結果は次のとおりです。 

 



 
 

 

27 年度 常滑市地区まちづくり講座 参加者募集！

１．主 催  常滑市、常滑市市民協働推進委員会 

２．開催時期 ・内容・講師 

回 開催月日 内容等 講師・アドバイザー 

１ ６月20日(土) 地区まちづくり事例紹介 14:00～／常滑市役所 大濱裕氏(日本福祉大学) 

２ ８月８日(土) 協働のまちづくりのコツ 13:30～／常滑市役所 会議ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ普及協会 

３ ９月26日(土) 地域包括ケアのまちづくり 14:00～／常滑市役所 地域福祉サポートちた 

４ 10～11 月 講演会（協働による地区まちづくり） 未定 

５ 11～12 月 まとめ（振り返りと今後の取組みについて） 未定 

６ 通年 
地区防災まちづくり（中学校区ごとで開催予定） 

※該当地区にご出席ください 
未定 

※内容など諸事情により多少変更する場合があります 

※開催日時は土曜日または日曜日の午後を基本とします 

※会場は市役所大会議室を基本とします（地区防災まちづくりの会場は未定です） 

３．参加者想定 

２８地区 
各地区２人ずつ（コミュニティ含む） 

※できれば１人は女性。若手の参加も歓迎。 

３月区長会にて、地区から

の推薦を依頼 

その他 公募、市職員、市民協働推進委員など 案内チラシ等にて募集 

※このほかにも内容に応じて広く参加案内する予定です。 

 

 

 

 

 

------------------------------------キリトリ線----------------------------------- 

平成２７年度 常滑市地区まちづくり講座 申込票 

必要事項を記入の上、４月２７日（月）までに市役所安全協働課へご提出ください。 

FAX：0569-35-7879 E メール：anzenkyodo@city.tokoname.lg.jp 

氏
ふり

 名
がな

 住 所 
所属団体 電話番号（※１） 

年齢 メールアドレス（※２） 

 

〒 

 

 

  

歳  

（※１連絡しやすい番号をご記入ください）（※２できるだけ資料送付が可能なアドレスをご記入ください）  

募集に係る個人情報は、本講座以外の目的には使用いたしません。 

【問合せ先】 常滑市総務部安全協働課（市民協働チーム） 

〒479－8610 常滑市新開町 4丁目 1番地  TEL：0569‐47‐6108 


